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Section 1  とにかくロボットを動かしてみよう 
 
展 開 

段階 学習活動 指導・支援上の留意点 資 料 

 
導入 

 
展開 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
まとめ 

 
○本時の学習課題を知る。 
 
○コンピュータが使われている

機器にはどのようなものがあ

るか考える。 
 
 
○コンピュータが使われている

機器は、どんなことができる

ようになっているか考える。 
○コンピュータ制御には、どん 

なはたらきをする部分が必要

か考える。 
 
 
 
○ワンダーボーグの基本的な操

作、インターフェイスとパソ

コンとの接続等について知

る。 
 
 
 
 
○ロボットワークスの操作方法

について知る。 
 
 
 
○本時の学習を振り返り、自己 

評価シートに入力する。 

 
 
 
○インターネットだけでなく、資料、

ビデオ、カタログなど多くの手段を

用意し、各自の興味関心のある分野

を調べていけるように配慮する。 
○コンピュータ制御を用いることの

目的に着目させてまとめ、発表させ

る。 
○判断・命令を行うコンピュータそ

のもののほかに、状況を知るセンサ

部分、仕事を行うアクチュエータ部

分が必要なことを知らせる。 
○人間の動きとも比較しながら、例

をあげて説明する。 
 
○接続等は必ず自分で行い、次回から

も速やかな準備が行えるようにさ

せる。 
○テキストＰ１７～をよく読みなが

ら接続を行わせる。 
○テキストＰ２１～を見ながらワン

ダーボーグの動作について確認さ

せる。 
○テキストＰ２５～を見ながらロボ

ットワークスの操作方法について

理解させる。本時は概要を理解する

程度でよい。 
 
○問題点、疑問点も本時の自己評価

シートに入力させる。 

 
 
 
パソコン、資料、

ビデオ、カタログ

など 
学習シート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾜﾝﾀﾞｰﾎﾞｰｸﾞ、ﾊﾟｿｺ

ﾝ、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ、ｹｰﾌﾞ

ﾙ、ﾃｷｽﾄ 
学習シート 
 
 
 
 
ﾛﾎﾞｯﾄﾜｰｸｽ、ﾃｷｽﾄ 
 
 
 
 
 

ﾊﾟｿｺﾝ、自己評価ｼｰ

ﾄ(ｴｸｾﾙ) 
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Section２  制御の仕組みとセンサーについて知ろう 
 
 展 開 

段階 学習活動 教師の指導・支援 資 料 

 
 
 
 
 
○テキストＰ４を用いて、ワンダー

ボーグの原理について確認させる。 
○テキストＰ４、Ｐ２９～３１を用

いて、ワンダーボーグのセンサにつ

いて、名称やはたらきを理解させ

る。 
○各センサーを使った簡単なプログ

ラムを作成させ、各センサについて

働きを確認させる。 

 
 
 
 
 

 ・触角センサー 
 ・赤外線センサー 
 ・フロアセンサー 
 ・明るさセンサー 
 ・体内時計センサー 

 
導入 

 
 
 
展開 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 

 
○前時の確認をする。 
 
○本時の学習課題を知る。 
 
○ワンダーボーグの基本的な構

成、仕組みについて知る。 
 
○いろいろなセンサの種類につ

いて知る。 
 
 
○それぞれのセンサを利用した

簡単なプログラムを作成す

る。 
 
 
 
 
 
 
 

○本時の学習を振り返り、自己 

評価シートに入力する。 

 
○問題点、疑問点も本時の自己評価

シートに入力させる。 

 
ﾊﾟｿｺﾝ、自己評価ｼｰ

ﾄ(ｴｸｾﾙ) 

 
 
ﾜﾝﾀﾞｰﾎﾞｰｸﾞ、ﾊﾟｿｺ

ﾝ、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ、ｹｰﾌﾞ

ﾙ、ﾃｷｽﾄ 
ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ 
 
学習シート 
ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ 
学習シート 
ﾊﾟｿｺﾝ、ﾛﾎﾞｯﾄﾜｰｸｽ 
 
 
 
 
 
 
 

 

ﾊﾟｿｺﾝ、自己評価ｼｰ

ﾄ(ｴｸｾﾙ) 
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Section３ プログラム・アルゴリズムについて知ろう 
 
 展 開 

段階 学習活動 教師の指導・支援 資 料 

 
導入 

 
 
 
展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

まとめ 

 
○前時の確認をする。 
 
○本時の学習課題を知る。 
 
○制御物を動かすために必要な

仕事の流れを考える。 
 
 
 
 
○ワークシートに、制御に必要 

な仕事の流れをまとめる。 
 
 
○サンプルプログラムのフロー

チャートを考え、図に表す。 
 
 
○課題のフローチャートに沿っ

た動作を行わせるためのプロ

グラムを実際に作成する。 
 
○本時の学習を振り返り、自己 

評価シートに入力する。 

 
 
 
 
 
○ロボットの動作の例をあげ、その

際の仕事の流れを具体的に考えさ

せる。 
○人間の動きと比較しながら考えさ

せる。 
 
○(A)順序処理型、(B)条件繰り返し

型、(C)条件分岐型のパターン例を

もとに、流れを理解させる。 
 
○MIL 規格によるフローチャート記

号について理解させ、サンプルプロ

グラムをフローチャートで図示さ

せる。 
 
○フローチャートとセンサーブロッ

ク、コマンドブロックの具体的な対

応をよく考えて作成させる。 
 
 

○問題点、疑問点も本時の自己評価

シートに入力させる。 

 
ﾊﾟｿｺﾝ、自己評価ｼｰ

ﾄ(ｴｸｾﾙ) 
 
 
学習シート 
 
 
 
 
 
学習シート 
ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ 
 
 
 
 
 
 
 
学習シート 
ﾊﾟｿｺﾝ、ﾜﾝﾀﾞｰﾎﾞｰ

ｸﾞ、ﾛﾎﾞｯﾄﾜｰｸｽ 
 
 

自己評価ｼｰﾄ 
(ｴｸｾﾙ) 
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Section ４  課題コースを走らせよう① 
 
 展 開 

段階 学習活動 教師の指導・支援 資 料 

 
導入 

 
 

 
展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 

 

 
○前時の確認をする。 
 
○本時の学習課題を知る。 
 
○課題コースの概要について確

認する。 
 
○課題コースを走らせるために

必要なロボットの動作（プロ

グラム）について考える。 
 
 
 
 

○ロボットワークスを起動し、 

プログラム作成、テスト走行、

プログラム改良を行う。 
 
 
○現時点でのプログラム等の問

題点（次回の課題）を考え、 

発表する。 
 
○本時の学習を振り返り、自己 

評価シートに入力する。 

 
 
 
 
 
○課題コースⅠの特徴をしっかり把

握させる。 
 
○テキスト P３１のセンサーブロッ

ク工場を見ながら、どのセンサーを

どのように使ったらよいかを考え

させる。 
○実際の課題コースを見ながら考え

させる。 

 

○前回の評価及び自己評価等をもと

にした個別、グループ別支援も行っ

ていく。 
 
 
○問題点を具体的にあげさせ、次時

の学習の目標を明確にさせる。 
                         
 
○問題点、疑問点も本時の自己評価

シートに入力させる。 

 
自己評価ｼｰﾄ 
(ｴｸｾﾙ) 
 
 
学習シート 
課題コース 
（実物） 
ﾃｷｽﾄ 

学習シート 
課題コース 
（実物） 
 
 
 

パソコン 
制御ソフト 
ﾜﾝﾀﾞｰﾎﾞｰｸﾞ、ﾏﾆｭｱﾙ 
 
学習シート 
 
 
 
自己評価ｼｰﾄ 
(ｴｸｾﾙ) 
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Section ５  課題コースを走らせよう② 
 
 展 開 

段階 学習活動 教師の指導・支援 資 料 

 
導入 

 
 

 
展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
まとめ 

 

 
○前時の確認をする。 
 
○本時の学習課題を知る。 
 
○課題コースの概要について確

認する。 
 
○課題コースを走らせるために

必要なロボットの動作（プロ

グラム）について考える。 
 
 
 
 
 
 
○ロボットワークスを起動し、 

プログラム作成、テスト走行、

プログラム改良を行う。 
 
○現時点でのプログラム等の問

題点（次回の課題）を考え、 

発表する。 
 
 
 
○本字の学習を振り返り、自己 

評価シートに入力する。 

 
 
 
 
 
○課題コースⅡの特徴をしっかり把

握させる。 
 
○テキスト P３１のセンサーブロッ

ク工場を見ながら、どのセンサーを

どのように使ったらよいかを考え

させる。 
○実際の課題コースを見ながら考え

させる。 
○テキスト P３４「割り込み」や、 P

３６～「設定」についても補足して

おく。 
○前回の評価及び自己評価等をもと

にした個別、グループ別支援も行っ

ていく。 
 
○問題点を具体的にあげさせ、解決

策を考えさせる。 
○解決のヒントとなる考え方を助言

したり、プログラムの例を紹介した

りする。 
 
○問題点、疑問点も本時の自己評価

シートに入力させる。 

 
自己評価ｼｰﾄ 
(ｴｸｾﾙ) 
 
 
学習シート 
 
 
課題コース（実

物）、ﾃｷｽﾄ、学習ｼｰ

ﾄ 
 
 
 
説明用ｻﾝﾌﾟﾙﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑ 
 
ﾊﾟｿｺﾝ、ﾛﾎﾞｯﾄﾜｰｸｽ、

ﾜﾝﾀﾞｰﾎﾞｰｸﾞ、ﾃｷｽﾄ 
 
 
学習シート 
 
 
 
 
 
自己評価ｼｰﾄ 
(ｴｸｾﾙ) 
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Section ６  プログラム発表会、まとめをしよう 
 
 展 開 

段階 学習活動 教師の指導・支援 資 料 

 
導入 

 
 

 
展開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

まとめ 

 

 
○前時の確認をする。 
 
○本時の学習課題を知る。 
 
○自分達が作成した課題Ⅰ・Ⅱ 

コースの走行プログラムを見

て、プログラムの特長や実際

に動かしたときの課題につい

て確認しあう。（グループ） 
○小グループでプログラムの発

表会を行う。 
○各発表後に質疑応答をする。 
 
 
 
 

 

○計測・制御機器の発達と生活 

の変化について考える。 
 
 
○将来コンピュータ処理による

機器がどのように進化してい

ったらいいのか考える。 
 
○自分の考えをまとめる。 
 
○本字の学習を振り返り、自己 

評価シートに入力する。 

 
 
 
 
 
○プログラムの流れや意味の説明を

グループ内で交代に行わせ、確認さ

せる。 
 
 
 
○各グループのパソコンの画面の前

に集まり、発表会をさせる。実際の

コースで走らせながら説明しても

よい。 
○他のグループの考え方を理解し、

他グループの作品のよいところを

みつけていくよう助言する。 

 

○計測・制御のできる機器の開発と

発展によって、わたしたちの生活が

どのように変わってきたのか調べ

させる。 
○こんなものができたらいいな、な

ど自分の考えをまとめさせる。 
○技術と人間、機械と人間の関係の

望ましい姿についても「人間性」と

いう視点を与えて考えさせる。 
 
○問題点、疑問点も本時の自己評価

シートに入力させる。 

 
自己評価ｼｰﾄ 
(ｴｸｾﾙ) 
 
 
学習シート 
ﾊﾟｿｺﾝ、ﾛﾎﾞｯﾄﾜｰ

ｸｽ 

 
 
 
ﾊﾟｿｺﾝ、ﾛﾎﾞｯﾄﾜｰ

ｸｽ 

 
 
 
 
 

 

教科書、製品カタ

ログ等 
 
 
学習シート 
 
 
 
 
 
自己評価ｼｰﾄ 
(ｴｸｾﾙ) 




